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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の：
　Ａ）ナイロン６、ナイロン６／６、ナイロン６／１２、ナイロン１２、及びそれらの混
合物からなる群から選択されるナイロン熱可塑性樹脂、及び
　Ｂ）下記式：

【化１】

　　（ここで、
　　（１）ＤＰ（重合度）は１～７００であり、
　　（２）ｎは１～５００であり、
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　　（３）Ｘは、１～３０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレン、
　　（４）Ｙは、１～４０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレンであって、ここで
　　　（ａ）前記アルキレン基は、任意に且つ追加して前記アルキレン部分内に、(i)１
～３のアミド連結基；(ii)Ｃ５又はＣ６シクロアルカン；又は、(iii)独立してＣ１～Ｃ
３アルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニレン、のうち少なくとも１
つを含むことができ；
　　　（ｂ）前記アルキレン基自身は、任意に、(i)ヒドロキシ；(ii)Ｃ３～Ｃ８シクロ
アルカン；(iii)独立してＣ１～Ｃ３アルキルである１～３の要素；独立してＣ１～Ｃ３
アルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニル；(iv)Ｃ１～Ｃ３アルキル
ヒドロキシ；又は(v)Ｃ１～Ｃ６アルキルアミン、のうち少なくとも１つによって置換さ
れていることができ；
　　　（ｃ）ＹはＺであることができ、ここでＺはＴ（Ｒ２０）（Ｒ２１）（Ｒ２２）で
あり、ここでＲ２０、Ｒ２１、及びＲ２２はそれぞれ独立して直鎖又は分岐鎖Ｃ１～Ｃ１
０アルキレンであり；そして、ＴはＣＲであり、ここでＲは、水素、Ｒ１～Ｒ４について
定義された基、又はＮ、Ｐ、及びＡｌなどの３価の原子であり；
　　（５）Ｒ１～Ｒ４のそれぞれは独立して、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル
、シロキサン鎖、又はフェニルであり、ここで前記フェニルは１～３の要素で任意に置換
されていることができ、前記要素はメチル又はエチルであり；そして、
　　（６）Ｘ、Ｙ、ＤＰ、及びＲ１～Ｒ４は、それぞれのポリアミド単位について同一か
又は異なっていることができる。）
　を有するシロキサン変性アミド、
の溶融混合によって得られる反応生成物を少なくとも８０％含む熱可塑性樹脂組成物（但
し、ジオルガノポリシロキサンゴムを含むシリコーン基材を含む熱可塑性樹脂組成物を除
く）。
【請求項２】
　前記Ａ）の１００質量部当たり、０．５～２０質量部の前記Ｂ）が用いられる、請求項
１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記Ａ）の１００質量部当たり、２０～５０質量部の前記Ｂ）が用いられる、請求項１
に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項４】
　以下の：
　Ａ）ナイロン６、ナイロン６／６、ナイロン６／１２、ナイロン１２、及びそれらの混
合物からなる群から選択されるナイロン熱可塑性樹脂、及び
　Ｂ）下記式：
【化２】

　　（ここで、
　　（１）ＤＰ（重合度）は１～７００であり、
　　（２）ｎは１～５００であり、
　　（３）Ｘは、１～３０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレン、
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　　（４）Ｙは、１～４０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレンであって、ここで、
　　　（ａ）前記アルキレン基は任意に且つ追加で、前記アルキレン部分内に (i)１～３
のアミド連結基；(ii)Ｃ５又はＣ６シクロアルカン；又は、(iii)独立してＣ１～Ｃ３ア
ルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニレン、のうち少なくとも１つを
含むことができ；
　　　（ｂ）前記アルキレン基自身は、任意に、(i)ヒドロキシ；(ii)Ｃ３～Ｃ８シクロ
アルカン；(iii)独立してＣ１～Ｃ３アルキルである１～３の要素；独立してＣ１～Ｃ３
アルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニル；(iv)Ｃ１～Ｃ３アルキル
ヒドロキシ；又は(v)Ｃ１～Ｃ６アルキルアミン、のうち少なくとも１つによって置換さ
れていることができ；
　　　（ｃ）ＹはＺであることができ、ここでＺはＴ（Ｒ２０）（Ｒ２１）（Ｒ２２）で
あり、ここで、Ｒ２０、Ｒ２１、及びＲ２２はそれぞれ独立して直鎖又は分岐鎖Ｃ１～Ｃ
１０アルキレンであり；そして、ＴはＣＲであり、ここでＲは、水素、Ｒ１～Ｒ４につい
て定義された基、又はＮ、Ｐ、及びＡｌなどの３価の原子であり；
　　（５）Ｒ１～Ｒ４のそれぞれは独立して、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル
、シロキサン鎖、又はフェニルであり、ここで前記フェニルは１～３の要素で任意に置換
されることができ、前記要素はメチル又はエチルであり；そして、
　　（６）Ｘ、Ｙ、ＤＰ、及びＲ１～Ｒ４は、それぞれのポリアミド単位について同一か
又は異なっていることができる。）
　を有するシロキサン変性アミド、
を溶融混合することを含む、前記Ａ）及びＢ）を少なくとも８０質量％含有する熱可塑性
樹脂組成物（但し、ジオルガノポリシロキサンゴムを含むシリコーン基材を含む熱可塑性
樹脂組成物を除く）の製造方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物を含む製品。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物から作られたシート生成物を含む製品。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物から作られた成型品を含む製品。
【請求項８】
　請求項１に記載の組成物から作られた繊維を含む製品。
【請求項９】
　前記繊維から作られた不織布を含む、請求項８に記載の製品。
【請求項１０】
　前記繊維から作られた紡績糸を含む、請求項８に記載の製品。
【請求項１１】
　前記紡績糸から織られた織物を含む、請求項１０に記載の製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シロキサン系アミド（シロキサンベースアミド）の添加によって変性された
ナイロン組成物を提供する。この変性ナイロンは、ナイロン熱可塑性樹脂及びシロキサン
系アミドの溶融混合によって製造される。この変性ナイロンは高められた疎水性をもつナ
イロンを必要とする用途に有用である。
【背景技術】
【０００２】
　ポリアミド系樹脂（ポリアミドベースの樹脂）、又はナイロン類、は様々な工業、例え
ば、繊維製品、コーティング、成形部品等において、重要な部類の熱可塑性樹脂である。
様々な方法及び技術の分野において、特定の用途のためのナイロンの基礎的な物理特性を
改良するために、多くの例が行われている。典型的には、そのような改良は、ナイロン樹
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脂の加工の間、又は後添加剤として、ナイロンに特定の成分を添加することに基づいてい
る。しかし、非常に多くの場合、ナイロン樹脂への１つの成分の添加は、１つの側面又は
物理特性を改善する一方で、別の側面又は物理特性へマイナスの影響を与える。特に、ナ
イロンの親水性を低減するための興味が、特に繊維製品用途において存在している。低減
された親水性をもつナイロンは、織物において、より低い吸湿性、より低い摩擦係数、改
良された柔軟性、及び改善された撥水性をもつことが期待される。さらに、低減された親
水性をもつナイロンは、繊維加工及び繊維織物製造工程において利点を有することが期待
される。例えば、押出し成形によるナイロン繊維の製造において、押出機の圧力が、低減
された親水性をもつナイロン組成物に対して低下され、より容易な加工、より早い処理能
力、及び最終的には、より低いコストをもたらすことが期待される。低減された疎水性を
有するナイロンは、繊維織物製造において、サイジング仕上げの必要をなくし又は低減す
ることが期待される。
【０００３】
　シリコーン類、又はオルガノポリシロキサン類は、ナイロン組成物及び加工において添
加剤として、物理特性を変化させるために用いられている。液体シリコーン（シリコーン
・フルイド）は、ナイロン紡績又は織物加工のための潤滑剤として、ナイロン繊維に対す
る一般的な後添加剤である。液体シリコーンは、繊維の親水性を低減させるため、すなわ
ち、繊維をより疎水性にするための、ナイロン繊維を製造する間の添加剤と考えられてい
る。しかし、ポリジメチルシロキサン類などの液体シリコーンが、繊維製造の間にナイロ
ンに添加される場合、その液体シリコーンはナイロン繊維内部に移動し、そして特定の物
理特性にマイナスの影響を及ぼす可能性がある。したがって、ナイロン樹脂、特にナイロ
ン繊維を変性し、他の物理特性を低下させることなく、それらの疎水性を高めるための必
要が存在する。
【特許文献１】米国特許第６，３６２，２８８号明細書
【特許文献２】米国特許第６，０５１，２１６号明細書
【特許文献３】米国特許第６，３５３，０７６Ｂ１号明細書
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明者らは、特定のシロキサンをベースとするポリアミド（シロキサン系ポリアミド
）が加工、例えば押出し成形、の間にナイロン組成物に添加された場合、得られるナイロ
ン組成物は未変性のナイロンよりも疎水性であることを発見した。さらに、この変性ナイ
ロンの他の物理特性は、上記シロキサンベースポリアミドの添加によって、マイナスの態
様で影響を与えられることはない。
【０００５】
　米国特許第６，３６２，２８８号明細書は、相溶化されたポリアミド樹脂からの熱可塑
性シリコーンエラストマーを記述している。より具体的には、米国特許第６，３６２，２
８８号明細書は、熱可塑性エラストマーの製造方法を記述し、その方法は以下の：
(I)　（Ａ）レオロジー的に安定なポリアミド樹脂、（Ｂ）シリコーン基剤（シリコーン
ベース）（ここで前記シリコーン基剤の前記ポリアミド樹脂に対する質量比は３５：６５
～８５：１５である）、（Ｃ）前記ポリアミド樹脂の１００質量部ごとに相溶化剤、（Ｄ
）ケイ素に結合した水素基を分子内に平均で少なくとも２つ有する有機水素シリコン化合
物、及び（Ｅ）ヒドロシリル化触媒を混合すること（ここで、成分（Ｄ）及び（Ｅ）は、
前記ジオルガノポリシロキサン（Ｂ’）を硬化させるために充分な量で存在する）；並び
に
(II)　前記ジオルガノシロキサン（Ｂ’）を硬化させること、
を含む。米国特許第６，３６２，２８８号明細書は、相溶化剤（Ｃ）がシロキサン系ポリ
アミド類から選択されうることを教示している。
【０００６】
　本発明は、以下の、
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　Ａ）ナイロン熱可塑性樹脂、及び
　Ｂ）下記式：
【０００７】
【化１】

【０００８】
（ここで、
（１）ＤＰ（重合度）は１～７００であり、
（２）ｎは１～５００であり、
（３）Ｘは、１～３０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレン、
（４）Ｙは、１～４０の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレンであって、ここで
　　（ａ）前記アルキレン基は、任意に且つ追加して、前記アルキレン部分内に、 (i)１
～３のアミド連結基；(ii)Ｃ５又はＣ６シクロアルカン；又は、(iii)独立してＣ１～Ｃ
３アルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニレン、のうち少なくとも１
つを含むことができ；
　　（ｂ）前記アルキレン基自身は、任意に、 (i)ヒドロキシ；(ii)Ｃ３～Ｃ８シクロア
ルカン；(iii)独立してＣ１～Ｃ３アルキルである１～３の要素；独立してＣ１～Ｃ３ア
ルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニル；(iv)Ｃ１～Ｃ３アルキルヒ
ドロキシ；又は(V) Ｃ１～Ｃ６アルキルアミン、のうち少なくとも１つによって置換され
ていることができ；
　　（ｃ）ＹはＺであることができ、ここでＺはＴ（Ｒ２０）（Ｒ２１）（Ｒ２２）であ
り、ここでＲ２０、Ｒ２１、Ｒ２２はそれぞれ独立して直鎖又は分岐鎖Ｃ１～Ｃ１０アル
キレンであり；そして、ＴはＣＲであり、ここでＲは、水素、Ｒ１～Ｒ４について定義さ
れた基、又はＮ、Ｐ、及びＡｌなどの３価の原子であり；
（５）Ｒ１～Ｒ４のそれぞれは独立して、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、シ
ロキサン鎖、又はフェニルであり、ここで前記フェニルは１～３の要素で任意に置換され
ることができ、ここで前記要素はメチル又はエチルであり；そして、
（６）Ｘ、Ｙ、ＤＰ、及びＲ１～Ｒ４は、各ポリアミド単位について同一か又は異なって
いることができる。）
を有するシロキサン変性アミド、
の溶融混合によって得られる反応生成物を少なくとも８０％含む熱可塑性樹脂組成物を提
供する。
【０００９】
　本発明はまた、
（Ａ）ナイロン熱可塑性樹脂、及び
（Ｂ）上述した式を有するシロキサン変性アミド、
を溶融混合することを含む、熱可塑性樹脂組成物の製造方法にも関する。
【００１０】
　本発明はさらに、上述した式を有するシロキサン変性アミドをナイロン熱可塑性樹脂に
溶融添加剤（メルト・アディティブ）として添加することを含む、ナイロン熱可塑性樹脂
の疎水性を高めるための方法に関する。
【００１１】
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　上記熱可塑性ナイロン組成物は、押出成形され、そしてシート製品にブロー成形される
か又は製品に成型若しくは鋳型されることができる。同様に、それらは繊維に引き延ばさ
れ、そして不織布にされるか又は糸を製造するために紡績されることができ、糸からは織
物が織られる。本発明の組成物に基づくそのような製品及び方法もまた、本発明に関連す
る。
【００１２】
　本発明の成分（Ａ）は熱可塑性ナイロン樹脂である。ナイロン樹脂（Ａ）は、熱可塑性
を有するポリマー鎖（すなわちポリアミド）内に繰り返しアミド単位を有する任意の高分
子量固体ホモポリマー、コポリマー、又はターポリマーであることができる。このナイロ
ン樹脂は結晶性又はアモルファスのいずれかであることができる。典型的には、ナイロン
樹脂は、２５℃よりも高い融点（m.p.）、又はナイロンがアモルファスである場合は２５
℃より高いガラス転移温度（Tg）を有する。コポリマー及びターポリマーシステムにおい
ては、上記繰り返し単位の５０モル％より多くがアミド含有単位である。適したポリアミ
ドの例はポリラクタムであり、例えば、ナイロン６、ポリエナントラクタム（ナイロン７
）、ポリカプリルラクタム（ナイロン８）、ポリラウリルラクタム（ナイロン１２）、及
びその他同様のもの；アミノ酸のホモポリマー類、例えば、ポリピロリジノン（ナイロン
４）；ジカルボン酸及びジアミンのコポリアミド、例えば、ナイロン６／６、ポリヘキサ
メチレンアゼラミド（ナイロン６／９）、ポリヘキサメチレン－セバカミド（ナイロン６
／１０）、ポリヘキサメチレンイソフタルアミド（ナイロン６，Ｉ）、ポリヘキサメチレ
ンドデカン酸（ナイロン６／１２）及びその他同様のもの；芳香族及び部分的芳香族ポリ
アミド類；コポリアミド類、例えば、カプロラクタム及びヘキサメチレンアジパミド（ナ
イロン６，６／６）、又はターポリアミド（例えば、ナイロン６，６／６，６）；ブロッ
クコポリマー類、例えば、ポリエーテルポリアミド類；又は、それらの混合物、がある。
【００１３】
　本発明の熱可塑性組成物中の成分として有用なシロキサン系ポリアミド（シロキサンベ
ースのポリアミド）は、以下の式で表される単位を含む。
【００１４】
【化２】

【００１５】
　ここで：
（１）ＤＰ（重合度）は１～７００、それに代えて１０～５００、又はそれに代えて１５
～１００である。ＤＰは、示されたＤＰ値の周りを中心として、より大きな又はより小さ
なＤＰ値をもつ、ポリマー中のシロキサン単位の重合度の平均値を表す。
（２）ｎは１～５００、それに代えて１～１００、又はそれに代えて４～２５である。
（３）Ｘは、１～３０の炭素、典型的には３～１０の炭素、又はそれに代えて１０の炭素
を有する直鎖又は分岐鎖アルキレンである。
（４）Ｙは、１～４０の炭素、それに代えて１～２０の炭素、それに代えて２～６の炭素
、又はそれに代えて６の炭素を有する直鎖又は分岐鎖アルキレンであって、ここで、
　　（ａ）上記アルキレン基は任意に且つ追加で、上記アルキレン部分内に、 (i)１～３
のアミド連結基；(ii)Ｃ５又はＣ６シクロアルカン；又は(iii) 独立してＣ１～Ｃ３アル
キルである１～３の要素で任意に置換されているフェニレン、のうち少なくとも１つを含
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むことができ；そして、
　　（ｂ）上記アルキレン基自身は、任意に、 (i)ヒドロキシ；(ii)Ｃ３～Ｃ８シクロア
ルカン；(iii)独立してＣ１～Ｃ３アルキルである１～３の要素；独立してＣ１～Ｃ３ア
ルキルである１～３の要素で任意に置換されているフェニル；(iv)Ｃ１～Ｃ３アルキルヒ
ドロキシ；又は(V)Ｃ１～Ｃ６アルキルアミン、のうち少なくとも１つによって置換され
ていることができ；そして、
　　（ｃ）ＹはＺであることができ、ここでＺはＴ（Ｒ２０）（Ｒ２１）（Ｒ２２）であ
り、ここでＲ２０、Ｒ２１、及びＲ２２はそれぞれ独立して直鎖又は分岐鎖Ｃ１～Ｃ１０
アルキレンであり；そして、ＴはＣＲであり、ここでＲは、水素、Ｒ１～Ｒ４について定
義された基、又はＮ、Ｐ、及びＡｌなどの３価の原子である。
（５）Ｒ１～Ｒ４のそれぞれ（まとめて「Ｒ」）は独立して、メチル、エチル、プロピル
、イソプロピル、シロキサン鎖、又はフェニルであり、ここで前記フェニルは１～３の要
素で任意に置換されていることができ、ここで前記要素はメチル又はエチルである。さら
に具体的には、Ｒ１～Ｒ４はメチル又はエチル、特にメチル、である。
（６）Ｘ、Ｙ、ＤＰ、及びＲ１～Ｒ４は、各ポリアミド単位について同一か又は異なって
いることができる。
【００１６】
　さらに、上記ポリアミドは、骨格にシロキサン部分を有していなければならず、且つ任
意に、ペンダント又は枝分かれ部分にシロキサン部分をもつことができる。
【００１７】
　本発明の組成物に有用なシロキサン系ポリアミドの代表的な例は、米国特許第６，０５
１，２１６号明細書及び同６，３５３，０７６Ｂ１号明細書に開示されており、これらは
本願に援用される。
【００１８】
　本発明の組成物は、上記シロキサン系アミド（Ｂ）を上記ナイロン樹脂（Ａ）と溶融混
合することによって製造することができる。典型的には、ナイロン樹脂は最初に溶融され
、そして次にシロキサン系アミドがそのナイロン溶融物と混合される。混合は、高められ
た温度において熱可塑性樹脂を加工し且つ混合するための、当技術分野で公知の任意の混
合技術によって起こりうる。例えば、成分（Ａ）及び（Ｂ）は、混合装置有り又は無しの
いずれかで、二軸押出機、バンバリー・ミキサー、ツーロール・ミル、又は一軸押出機内
で混合されることができる。典型的には、混合は、押出法を用いて、そして好ましくは二
軸押出機を用いることで起こる。
【００１９】
　１００部のナイロン樹脂当たりに使用されるシロキサン系アミドの量は、典型的にはＡ
）の１００質量部当たりＢ）の０．１～２０質量部、それに代えて、Ａ）の１００質量部
当たりＢ）の１０～２０質量部、それに代えてＡ）の１００質量部当たりＢ）の０．５～
１０質量部、又はそれに代えてＡ）の１００質量部当たりＢ）の０．５～５質量部である
。
【００２０】
　本発明の組成物は、成分（Ａ）及び（Ｂ）の溶融混合によって得られる反応生成物を含
む。この組成物は、少なくとも８０質量％、それに代わり９０質量％、又はそれに代わり
９５質量％の上記反応生成物を含むことを特徴とする。その他の成分、例えばナイロン組
成物又はプロセスに通常添加されるもの、が上記溶融混合物に添加されることができ、全
組成物の２０質量％未満のそれらの追加の成分が供給される。これらのその他の成分には
、加工助剤、フィラー、難燃剤、ＵＶ安定剤、抗酸化剤、ブロッキング防止剤、触媒安定
剤、潤滑剤、着色剤、耐衝撃性改良剤、発泡剤、離型剤、つや消し／光沢添加剤、及び可
塑剤、が含まれるがこれらに限定されない。
【００２１】
　ナイロンペレットを押出機のホッパーから供給する間に、押出機のスクリューセクショ
ンに成分（Ｂ）を投入することによって、かなり均一な分散物を得ることができる。代わ
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に分散されてマスターバッチを形成する。このマスターバッチ（又は濃縮物）は、好まし
くは１～５０質量％、より好ましくは２０～５０質量％のシロキサン系アミド（Ｂ）を含
み、細かくされるか又はペレット化されることができ、得られる粒子は追加のナイロン樹
脂と乾燥ブレンドされ、そしてこのブレンド物は次に押出加工され又は射出成形されて、
本発明の組成物を形成することができる。このマスターバッチ手法の使用は、ナイロン樹
脂中のシロキサン系アミドの、より均一な分散をもたらすことができる。
【００２２】
　本発明の組成物はさらに追加の成分とコンパウンドされ又は混合されることができる。
これらの追加の成分は、ポリアミド樹脂のための強化用フィラー、例えば、ガラス繊維及
び炭素繊維；増量用フィラー、例えば、石英、炭酸カルシウム、及び珪藻土；顔料、例え
ば、酸化鉄及び酸化チタン；導電性フィラー、例えば、カーボンブラック及び金属微粒子
；熱安定剤、例えば、水和酸化セリウム；抗酸化剤；難燃剤、例えば、ハロゲン化炭化水
素、アルミナ３水和物、水酸化マグネシウム、有機リン化合物、及びその他の難燃（ＦＲ
）材料によって例示されるが、これらに限定されない。
【００２３】
　本発明に従って製造される組成物は、多くの用途を有することができる。例えば、上記
熱可塑性ナイロン組成物は押出成形され、且つシート製品にブロー成形され、又は製品に
成型又は鋳型されることができる。同様に、それらは繊維に引き延ばされ且つ不織布に作
られ、又は糸を生産するために紡績され、糸からは織物が織られることができる。
【００２４】
　〔実施例〕
　シリコーン－ポリアミドコポリマーは、米国特許第５，９８１，６８０号及び同６，０
５１，２１６号明細書に記載された方法にしたがって調製され、以下の式を有している。
【００２５】
【化３】

【００２６】
　ここで式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、及びＲ４はメチルである。シロキサン単位の重合度（
ＤＰ）及び得られる分子量（重量平均）は表１に示した。シリコーン－ポリアミドコポリ
マーの分子量は、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィーを用いて測定した。
【００２７】
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【表１】

【００２８】
　以下において、本発明の範囲内にある具体的な熱可塑システム及び関連する物品もまた
示される。これらの具体的な熱可塑システムの例は、本発明との関連において説明のため
のものであり、制限するものではない。特定のシロキサン系ポリアミドが以下の例におい
て開示され又は使用されている一方、その他のシロキサン系ポリアミド（例えば、精製さ
れたシロキサン二価酸、二無水物（ジアンハイドライド）、ジエステル、又は二価酸クロ
ライドで作られたもの）もまた用いられることができ、且つ本発明の精神及び範囲内にあ
る。
【００２９】
　〔例１〕
　１％のシリコーンポリアミドコポリマー＃１（Ref:2）、４％のシリコーンポリアミド
コポリマー＃１（Ref:3）、１％のシリコーンポリアミドコポリマー＃２（ref:5）、３％
のシリコーンポリアミドコポリマー＃２（Ref:6）及び５％のシリコーンポリアミドコポ
リマー＃２（ref:7）を、ナイロン６，６溶融物にドーピングすることによって押出試料
を形成し、そして３００ｒｐｍ且つ２７０℃で操作される２４ｍｍ二軸押出機を通す押出
工程によって混合した。ポリアミド（ナイロン）６，６の比較押出試料もまたそれぞれの
組に対して作ったが、いかなるシリコーンポリアミドコポリマーも含まない（ref:1及び4
）。シリコーンポリアミドコポリマーが混合された場合には、表２の結果は表面張力の低
下、及び水接触角の増加を示している。
【００３０】

【表２】

【００３１】
　〔例２〕
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　押出加工前に混合された、２％シリコーンポリアミドコポリマー＃２を含有するポリア
ミド（ナイロン）６，６からなる繊維、及びいかなるシリコーンポリアミドコポリマーも
含まない比較ポリアミド（ナイロン）６，６を作った。潤滑剤を用いないスピン仕上げを
糸に適用した。表３は、動的接触角（水接触角）並びにイソプロパノール中で還流した後
の繊維の抽出可能量を示す。抽出物は、エレクトロン・スプレー・アイオナイゼーション
（ＥＳＩ）及びゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によって分析した。結果は、シリ
コーンポリアミドコポリマーは動的接触角を低下させるのに有効であり、且つ、局所的に
適用したスピン仕上げがあったときでも抽出によって除去されることはできないというこ
とを示している。
【００３２】
【表３】

【００３３】
　〔例３〕
　押出加工前に、１％のシリコーンポリアミドコポリマー＃１（ref:2）、２％のシリコ
ーンポリアミドコポリマー＃１（ref:3）、及び２％のシリコーンポリアミドコポリマー
＃２（ref:4）をドーピングすることによって、個別に押出し加工されたポリアミド（ナ
イロン）６，６の糸を作った。いかなるシリコーンポリアミドコポリマーも含まないポリ
アミド（ナイロン）６，６の比較の押出し加工された糸もまた作製した（ref:1）。潤滑
剤を使ったスピン仕上げを適用していない未延伸の糸の特性を表４に示した。結果は、シ
リコーンポリアミドコポリマーの混合によって、物理特性はマイナスの影響を受けないこ
とを示す。
【００３４】
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